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お名前またはペンネーム 

（
本
文
現
代
語
訳
） 

 

恐
れ
乍な

が

ら
、
口
上
書
を
も
っ
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

一
、
当
村
は
、
こ
の
八
月
十
日
と
十
一
日
、
大
風
で 

 

田
地
の
作
物
が
莫
大
な
被
害
を
受
け
た
の
で
、
百
姓
た
ち
は
迷
惑
し 

 

大
変
難
儀
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
憚
り
乍
ら
＊
、
損
亡
の
と
こ
ろ
を 

 
ご
見
分
＊
＊
く
だ
さ
れ
お
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
以
上
。 

 

（
＊
申
し
上
げ
る
の
を
遠
慮
す
べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
）（
＊
＊
検
分
） 

資
料
の
解
読
文
の
空
欄

□
に
入
る
文
字
は
何
で
し
ょ
う
か
。
な

お
、

□
に
入
る
文
字
は
、
こ
の
資
料
に
複
数
回
出
て
い
ま
す
。 

  
 

乍
恐
口
上
書
を
以
奉
願
候 

一
、
当
村
之
儀
、
□
八
月
十
日
同
十
一
日
ノ
大
風
ニ
而 

 

田
地
立
毛
莫
太
（大
）損
亡
仕

□
□
、
百
姓
迷
惑 

 

難
儀
至
極

□
□
、
乍
憚
右

□
□
之
処 

 

御
見
分
被
為
遊
被
下
置

□
様
ニ

□
□
□
、
以
上 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

坂
井
郡
北
村
庄
屋 

五
右
衛
門 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

同
村
長
百
姓 

藤
兵
衛 

 
 
 

延
享
元
年
子
八
月

□
四
日 

 

御
代
官
様 

 

 
福
井
県
文
書
館 

く
ず
し
字
入
門
講
座 

№
４ 

テ
ー
マ
「頻
出
文
字
・言
い
回
し
」 

第
３
問 

 

（全
16
問
〈№
１
か
ら
№
４
ま
で
各
４
問
〉。
毎
週
土
曜
日
に
新
し
い
問
題
を
配
布
し
ま
す
） 

 

 

こ
の
資
料
は
延
享
元
年
（
一
七
四

四
）
八
月
十
四
日
に
坂
井
郡
北
村
が
こ
の
た
び
「
大

風
」
に
よ
っ
て
田
畑
に
莫
大
な
損
亡
を
生
じ
た
こ
と

を
受
け
て
代
官
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
も
の
で
す
（
左

端
に
「
御
代
官
様
」
と
大
き
く
書
か
れ
て
い
ま
す
）。 

 

注
目
す
べ
き
文
字
は
表
題
の
「 

 

」

の
三
文
字
で
、「
奉
願
候
（
ね
が
い
た
て
ま
つ
り
そ
う

ろ
う
）」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
三
文
字
目
の
「
候
」

の
字
は
か
な
り
崩
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
文
末
や
文
の

つ
な
ぎ
目
に
よ
く
出
て
く
る
文
字
で
、
こ
の
資
料
中

に
も
表
題
を
含
め
計
４
か
所
に
出
て
き
ま
す
。
こ
の

三
文
字
は
「
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」
の
意
味
な
の

で
、
こ
の
古
文
書
は
代
官
に
何
か
を
お
願
い
す
る

「
願
書
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

 

本
文
の
最
終
行
に
再
び
「

」
と
あ
り
ま

す
。
通
常
、
願
書
で
は
最
後
の
文
（
傍
線
部
）
に
お

願
い
の
内
容
が
具
体
的
に
書
か
れ
て
お
り
、 

注
意
し
て
読
み
た
い 

と
こ
ろ
で
す
。 

 
 

 
 

土
屋
豊
孝
家
文
書
「
乍
恐
口
上
書
を
以
奉
願
候
」（
風
損
ニ
付
見
分
願
）
当
館
蔵 

 

難
易
度
★
★
☆
☆
☆ 

 

く
ず
し
字
入
門
講
座
は
７
月
５
日
（
日
）
１
２
日
（
日
）
１
９
日
（
日
）
２
３
日
（
木
）
10
時
30
分
～
12
時
（
午
前
の
部
）
／
13
時
30
分
～
15
時
（
午
後
の
部
）、
於
研
修

室
、
各
回
定
員
18
名
、
要
申
込
。 

※
午
前
と
午
後
は
同
じ
内
容
で
す
。
お
申
し
込
み
時
に
ご
希
望
を
伺
い
ま
す
。 

◆
今
回
は
、
少
し
ハ
ー
ド
ル
を
上
げ
て
、
一
点
の
江

戸
時
代
の
古
文
書
を
丸
ご
と
読
ん
で
み
る
課
題
で

す
。
古
文
書
に
よ
く
使
わ
れ
る
文
字
や
江
戸
時
代
独

特
の
言
い
回
し
に
慣
れ
ま
し
ょ
う
。 
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